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●第４回 定例会（12月） 委員会構成が新しくなりました    
●「市民との懇談会」を開催

市民と議会を結ぶ情報誌

No.63

●主な内容　
「市民との懇談会」を開催（P２～）

第４回定例会のあらまし／議決結果（P４）

常任委員会委員長報告（P５～）　

代表質問・７会派（P８～）　

一般質問・８議員（P15～）　

政務活動報告（P19～）　

政務活動費報告会／市長が発言を謝罪（P20）

議会活動（P21）
研修参加／お知らせ／編集後記（P22）　　 

南アルプス

●表紙作品解説／名取春仙《石橋（しゃっきょう）》

　最後の役者浮世絵師と言われる名取春仙。日本劇画

院において活躍したその実力を存分に発揮した大作の

屏風です。

　石橋は、寂昭（じゃくじょう）法師が入唐して、清涼

山の聖域の石橋に至り、牡丹と戯れる獅子の舞をみる

という故事に基づいており、金地の背景にダイナミッ

クな舞姿が描かれています。

市  議  会 だより

南アルプス市立美術館 所蔵
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　市議会では、市民や地域の声を聞き市の発展に役立てるため、また、多くの皆

さんに議会の活動内容を知ってもらい、より身近に議会を感じてもらうため、「市

民との懇談会」を開催しております。今回も各常任委員会ごとに３つの班に分か

れ、市内で活躍されている団体や組織の皆さんと懇談を行いました。

「市民との懇談会」を開催

テーマ：消防団の現状と今後の課題について
　10 月 24日（水）、消防団（６分団17 名）との懇談会を開催
しました。
　①消防団員確保の工夫と問題点　②機能別消防団員導入に
ついて　③団内部のコミュニケーション　④自治会における
消防団の立場と自治会防災事業への関わり。以上４点につい
て意見を交わしました。
　①については区の協力を得ている部もあるが、消防団への
マイナスイメージが根強く団員確保に苦慮している状況が伺
われました。芦安地区には数名の女性消防団員がいます。②
については 46 部中、芦安地区を除く19 部が総勢 58 名の機能別消防団員を配置しており、OB が多くメリット
が大きいとのこと。③については移住して消防団に入部したことで、地域に溶け込むことが出来た例がいくつ
かありました。④については地区により自治会との関わりに差があるが、区行事や防災面で自治会と良好な協
力関係を維持していることが伺われました。なお、11 月には懇談会の情報や意見をもとに、 総務部長・防災
危機管理室・消防本部と話し合いの場を設け、市政に活かして頂くよう要望しました。

１班 （総務常任委員会）  南アルプス市消防団の皆さん（市内６分団の代表者）

2班 （厚生文教常任委員会）  デイサービス事業所の皆さん

テーマ：介護や介護予防の現状や課題について
　介護現場の状況をなるべく現場に近い方々から聞き
たいという理由で、地域密着型通所介護事業所に勤務
する皆さんにお越しいただき、懇談をしました。
　懇談は、介護現場での慢性化している人手不足の話
から始まりました。事業所の人材確保の難しさの状況
を知ると同時に、利用者に寄り添っていくために十分
な配慮をしていくための努力も知ることになりました。
さらに事業者からは、高齢化に向けた介護予防や地域
支援のあり方から、介護保険制度についてまで、専門

家としての意見が多数出されました。随所で、各事業所同士で特徴などを紹介しあいながら、相互に交流を深
めるきっかけにもなりました。
　今後は、市議会として、出された意見を政策立案等につなげていければと考えています。
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3班 （産業土木常任委員会）  山梨県古民家再生協会
　　　　　　　　 ＮＰＯ法人山梨まちづくり研究会
　　　　　　　　 建築家協会山梨地域会
　　　　　　　　 古民家ギャラリー「小笠原古今」の皆さん

テーマ：古民家再生について
　古民家を再生してまちづくりを進め、地域の活性化や空
き家対策を図る団体の皆さんと懇談会を行いました。
　小笠原地区に建設された古民家ギャラリー「小笠原古今」
で開催された懇談会では、市内のみならず山梨県内で活躍
される団体の皆さんから、貴重なご意見を沢山いただきま
した。小笠原商店街が寂しくなり、大勢が集まるきっかけ
にしたいと建設した「小笠原古今」は、もともと蔵屋敷で
貴重な建築物であり、解体するのにも多額の費用がかかる
ため、再生協会の活動の拠点にしたとのことです。
　団体の皆さんからは、古民家の街並みが観光と結びつき、街の活性化につながった全国の事例などを紹介
していただいたほか、農業体験と民宿を兼ねた農泊を進めて、荒廃農地の解消につなげるなど、多くの取り
組みを聞きました。古民家は、落ち着いた風情とやさしい灯りが癒しとなり、人が自然に集まります。街の
活性化や空き家の解消、移住定住の施策に注目すべきと考えました。

参加いただいた方から　ひ・と・こ・と

内藤 令二 さん　地区●飯野　団体●南アルプス市消防団白根分団第２部

　今回の意見交換では、地域行事への参加や、台風や自然災害への対応、月数回の消火訓練など
現状の消防団活動について懇談しました。今後の課題は新入団員の確保で、中には勧誘の際に当
の本人に会って話をすることさえも出来ない分団もあり、まだ昔の消防団のイメージを払拭でき
ていないと感じました。他の分団の現状も知ることができ、有意義な会でした。このような場を
継続的に開催してもらい、消防団の未来を明るいものにして欲しいと願います。

井上 知之 さん　地区●曲輪田　団体●デイサービスわたぼうし

　去る 10月 23日、「市民と議員の懇談会」が開催された。テーマは介護予防・生活支援サービ
ス事業について。熱い意見が交わされ、いつしか現場が抱える問題に内容が変わった。平成 30
年 4月の介護保険法改正によりさらに締め付けが強くなり、人材不足も叫ばれる中、今後も安
定した介護提供に不安を抱く事業所が多い。しかし未来を背負う子どもたちに負担を強いること
を予防する責任がある。議員の皆さんと意見交換できる貴重な時間となった。

佐野 敏男 さん　地区●甲府市　団体●一般社団法人 山梨県古民家再生協会

　懇談会に参加して、古民家を活用した地域の活性化に努力している姿勢が感じられ、大変勉強
になりました。一般社団法人山梨県古民家再生協会としても、南アルプス市に残されている古き
良き時代の古民家を生かして地域の魅力を高め、定住促進や賑わい等の集客のお手伝いができれ
ばと思います。今後も地域の発展に繋がる活動を実施しますのでよろしくお願いします。



　委員会構成が新しくなりました
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　平成30年 第４回 定例会の議案に対する 議決結果等一覧表

同　意

その他

異議なく全会一致で可決された議案等

条例の
一部改正

平成30年度
補正予算

指定管理者
      指定

▼第
４
回
定
例
会（
12
月
）の

あ
ら
ま
し

　

12
月
定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
22

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
金
丸
市
長
か
ら
条
例
の
一
部
改
正
案
、
補
正

予
算
案
等
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会

運
営
委
員
会
、３
つ
の
常
任
委
員
会（
総
務
常
任
委
員
会
・

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
・
産
業
土
木
常
任
委
員
会
）、
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
に
つ
い
て
、
２
年
間
の
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た
な
委
員
会
構
成
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

６
日
と
７
日
の
代
表
・
一
般
質
問
で
は
、
市
の
財
政

に
関
す
る
質
問
を
は
じ
め
、
防
災
、
福
祉
、
子
育
て
、

農
政
、
環
境
衛
生
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
７
会

派
の
代
表
と
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
、
市
の
政
策

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
金
丸
市
長
か
ら
、
一
般
質
問
の
答
弁
の

際
に
不
適
切
な
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
の
謝
罪
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に

つ
い
て
、
各
委
員
長
よ
り
委
員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
追
加
提
出
さ
れ
た

議
案
も
含
め
て
全
40
案
件
と
な
り
、
す
べ
て
可
決
お
よ

び
同
意
し
ま
し
た
。

議会運営委員会
●委員長 / 小林 敏徳　●副委員長 / 矢﨑 俊秀
●委　員 / 戸栗 淳、名取 泰、飯野 久
　　　　　斉藤 諭、齊藤 博明、深澤 米男

委員会の役割
◆議会運営委員会
　会議の運営に関する事項や議長の諮問に関する事項の審査を行
　います。
◆総務常任委員会
　秘書課・総務部・総合政策部・会計課・消防本部に関する事務、
　他の常任委員会の所管に属さない事項の審査を行います。
◆厚生文教常任委員会
　市民部・保健福祉部・教育委員会に関する事務の審査を行います。
◆産業土木常任委員会
　農林商工部・建設部・公営企業・農業委員会に関する事務の審
　査を行います。
◆議会だより編集委員会
　「市議会だより」の編集事務を行います。



─  ５  ─

第
２
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
行
く
」

と
い
う
よ
う
な
表
現
を
付
け
加
え
れ
ば
よ
い

と
考
え
る
が
。

　
　
　

新
市
建
設
計
画
は
、
平
成
15
年
の
６

　
　
　

町
村
が
合
併
す
る
た
め
に
作
成
し
た

計
画
で
あ
り
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
む

べ
き
方
向
性
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
新
市
建
設
計
画
の
変
更
は
、
合
併

特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
延

長
す
る
手
続
に
必
要
な
項
目
と
す
る
こ
と
を

も
っ
て
、
県
と
の
協
議
の
中
で
修
正
し
た
も

の
で
あ
り
、
新
市
建
設
計
画
は
合
併
後
の
新

市
の
総
合
計
画
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
書
で
あ
り
な
が
ら
財
政
に
裏
付
け
さ

れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
違
和
感

で
あ
る
。

　

合
併
特
例
債
の
期
限
延
長
の
必
要
性
は
認

め
る
が
、
最
近
の
補
正
予
算
の
中
身
を
み
る

と
合
併
特
例
債
を
多
用
し
て
い
る
。
計
画
的

に
必
要
な
と
こ
ろ
に
使
う
こ
と
は
よ
い
と
し

て
も
、
将
来
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

２
億
６
，４
１
３
万
７
千
円
の
う
ち
、
市
の

実
質
負
担
額
は
８
，２
２
０
万
８
千
円
と
な

る
。

○
新
市
建
設
計
画
の
変
更

　
　
　

今
回
の
新
市
建
設
計
画
を
見
直
し
す

　
　
　

る
際
の
考
え
方
の
基
準
は
。

　
　
　

新
市
建
設
計
画
は
合
併
時
に
合
併
協

　
　
　

議
会
が
平
成
14
年
に
作
成
し
た
も
の

で
あ
り
、
現
在
の
市
政
運
営
は
、
新
市
建
設

計
画
の
理
念
を
継
承
し
た
「
南
ア
ル
プ
ス
市

総
合
計
画
」
を
最
上
位
計
画
に
位
置
付
け
て

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

　

今
回
の
新
市
建
設
計
画
の
変
更
は
、
新
市

建
設
計
画
の
改
訂
版
の
作
成
や
現
時
点
に
お

け
る
内
容
の
見
直
し
で
は
な
く
、
合
併
特
例

債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
延
長
す

る
手
続
と
し
て
、
県
と
の
事
前
協
議
で
指
摘

さ
れ
た
項
目
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

新
市
建
設
計
画
書
は
、「
合
併
の
必

　
　
　

要
性
」
な
ど
、
内
容
が
現
状
と
大
き

く
違
う
こ
と
に
違
和
感
を
持
っ
た
。

　

議
員
説
明
会
で
、
期
限
延
長
の
た
め
の
資

料
と
し
て
最
低
の
項
目
の
み
変
更
を
し
て
い

る
こ
と
、
平
成
24
年
に
行
わ
れ
た
２
回
の
更

新
の
際
に
も
内
容
の
変
更
を
行
っ
て
い
な
い

こ
と
の
趣
旨
の
説
明
に
あ
る
が
、
現
状
と
の

内
容
の
違
い
は
大
き
い
の
で
、
例
え
ば
、
最

終
ペ
ー
ジ
に
「
延
長
期
間
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
７
号
）

　
　
　

小
学
校
施
設
整
備
事
業
債
は
、
ど
の

　
　
　

よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
総
事
業
費
の

う
ち
、
市
の
実
質
負
担
額
は
い
く
ら
に
な
る

か
。

　
　
　

こ
の
事
業
の
財
源
は
、
事
業
費
の
約

　
　
　

４
割
が
補
助
対
象
事
業
費
と
な
り
、

そ
の
３
分
の
１
が
新
制
度
に
よ
る
交
付
金

の
対
象
で
、
３
分
の
２
が
小
学
校
施
設
整
備

事
業
債
を
財
源
と
し
て
い
る
。
起
債
の
充
当

率
は
１
０
０
％
で
あ
り
、
う
ち
60
％
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
。
事
業
費
の
残
り
６
割
に
つ

い
て
は
合
併
特
例
債
と
一
般
財
源
を
財
源

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
総
事
業
費

○
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け

　

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
の
発
行
枚
数
と

　
　
　

上
限
お
よ
び
公
費
負
担
の
上
限
は
。

ま
た
ビ
ラ
の
サ
イ
ズ
等
の
規
制
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

発
行
枚
数
は
４
千
枚
が
上
限
で
、
公

　
　
　

費
負
担
は
１
枚
に
つ
き
７
円
51
銭
な

の
で
、
４
千
枚
で
は
３
万
40
円
が
上
限
と
な

る
。

　

ま
た
ビ
ラ
の
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
版
で
、
長
の

選
挙
ビ
ラ
の
規
定
に
準
じ
る
こ
と
に
な
る
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／矢﨑 俊秀　●副委員長／櫻田 力
●委　員／野中 國幹、名取 泰、小池 伸吾
　　　　　飯野 久、小林 敏徳

●当委員会に付託された案件／5件

総務常任委員会

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重

審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

QＡ

Q

Q

Ａ Q

Ａ

Ａ

補
正
予  
算

条  

例

そ  

の  

他

意  

見
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本
事
業
を
平
成
26
年
か
ら
５
年
間
行

　
　
　

う
こ
と
で
、
国
の
定
期
接
種
対
象
者

以
外
の
方
へ
の
周
知
と
、
希
望
者
へ
の
予
防

接
種
費
助
成
と
い
う
目
的
が
達
成
で
き
る
た

め
、
本
市
独
自
の
助
成
事
業
は
廃
止
の
方
向

で
あ
る
。
今
年
度
に
限
り
補
正
予
算
を
計
上

し
、
も
う
一
度
全
体
周
知
を
し
て
未
接
種
者

へ
接
種
勧
奨
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

介
護
予
防
プ
ラ
ン
作
成
件
数
の
増
加

　
　
　

に
よ
る
補
正
予
算
の
計
上
と
の
こ
と

だ
が
、
急
に
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
件
数
が
増

え
た
の
か
。

　
　
　

昨
年
度
の
段
階
で
予
防
給
付
の
割
合

　
　
　

が
増
え
て
い
た
が
、
改
め
て
半
年
過

ぎ
た
時
点
で
実
数
を
確
認
し
、
実
態
の
業
務

量
に
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

た
め
、
対
象
世
帯
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
保

健
師
が
訪
問
し
、
市
で
実
施
し
て
い
る
基

本
健
診
を
早
め
に
受
診
す
る
よ
う
促
し
て
い

る
。

　
　
　

健
康
増
進
課
が
所
管
す
る
「
産
前
産

　
　
　

後
ケ
ア
事
業
」
に
つ
い
て
、
産
前
産

後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
本
市
の
利
用
率
が
一
番

高
い
と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
や
事
業
を
知
ら

な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
父
親
と
な
る
男
性

へ
の
周
知
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

本
市
で
は
助
産
師
や
保
健
師
が
、
子

　
　
　

ど
も
が
産
ま
れ
た
世
帯
を
訪
問
し
た

際
に
し
っ
か
り
と
周
知
し
て
い
る
が
、
父
親

で
あ
る
男
性
へ
の
周
知
に
つ
い
て
も
心
掛
け

て
い
き
た
い
。

　
　
　

健
康
増
進
課
が
所
管
す
る
「
高
齢
者

　
　
　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事

業
」
に
つ
い
て
、
本
事
業
は
来
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

福
祉
総
合
相
談
課
が
所
管
す
る
「
生

　
　
　

活
保
護
費
支
給
事
業
」
に
つ
い
て
、

全
体
の
事
業
費
の
う
ち
医
療
扶
助
費
の
割
合

は
。

　
　
　

全
体
の
事
業
費
６
億
２
，０
１
４
万
２

　
　
　

千
円
の
う
ち
医
療
扶
助
費
は

２
億
９
，４
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

今
回
、
３
，１
２
５
万
９
千
円
を
増
額
補
正

す
る
。
要
因
と
し
て
、
高
齢
者
割
合
の
増
加

や
入
院
加
療
の
長
期
化
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

　
　
　

全
国
的
に
生
活
保
護
費
に
占
め
る
医

　
　
　

療
扶
助
費
の
割
合
が
多
い
が
、
医
療

扶
助
費
の
増
加
を
抑
え
る
対
策
は
。

　
　
　

国
全
体
で
多
受
診
者
へ
の
訪
問
指
導

　
　
　

や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
推
奨
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
重
症
化
予
防
の

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
６
号
）

　
　
　

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
所

　
　
　

管
す
る
「
消
費
生
活
研
究
事
業
」
に

つ
い
て
、
備
品
と
し
て
購
入
す
る
パ
ソ
コ
ン

は
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

　
　
　

市
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
さ
れ
た

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
端
末
で
は
、
消
費
生
活
相

談
を
受
け
た
際
に
、
該
当
の
商
品
販
売
等
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
よ
う
と
し
て
も
制

限
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
独
立
し
た
環
境
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

制
限
な
く
閲
覧
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
導

入
し
、
市
民
か
ら
の
消
費
生
活
相
談
に
幅
広

く
応
じ
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／齊藤 博明　●副委員長／北村 千代子
●委　員／松野 昇平、戸栗 淳、有野 一成
　　　　　村松 三千雄、中込 恵子

●当委員会に付託された案件／９件

厚生文教常任委員会

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
そ
の
他
案
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産前産後ケアセンターの事業のようす

QＡ

QＡ

Q

Ａ

Q

Ａ Q

Ａ

Q Ａ

補
正
予  

算

●
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
議
会
議
員
の
変
更

　

平
成
30
年
12
月
７
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
齊
藤
博
明
議
員
が
、
山
梨
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
に

当
選
し
ま
し
た
。
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○
ア
ヤ
メ
の
里
活
性
化
施
設

　

ほ
た
る
み
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定 

　
　
　

ほ
た
る
み
館
の
来
年
度
か
ら
の
指
定

　
　
　

管
理
料
は
。

　
　
　

ま
ち
の
駅
「
く
し
が
た
」
で
の
収
益

　
　
　

も
伸
び
て
お
り
、
現
在
の
委
託
料
は

約
３
０
０
万
円
で
あ
る
が
、
次
回
か
ら
は
約

１
５
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
料
の
金
額
設
定
に
つ
い
て
、
ほ

た
る
み
館
は
農
業
振
興
に
今
ま
で
努
力
し
て

お
り
、
後
継
者
不
足
に
も
悩
ん
で
い
る
と
聞

く
の
で
、
た
だ
減
額
す
る
の
で
は
な
く
、
現

場
と
良
く
話
を
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
。

○
南
ア
ル
プ
ス
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の

　

指
定
管
理
者
の
指
定 

　
　
　

入
居
者
が
募
集
件
数
に
満
た
ず
、
使

　
　
　

用
料
収
入
が
不
足
し
て
、
指
定
管
理

料
が
ま
か
な
え
な
い
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　

財
政
当
局
と
協
議
し
、
一
般
会
計
か

　
　
　

ら
支
出
す
る
か
、
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
す
る
。

の
事
業
は
商
工
会
が
直
接
申
請
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

補
助
金
交
付
要
綱
で
、
申
請
は
市
、

　
　
　

事
業
実
施
は
商
工
会
と
定
ま
っ
て
い

る
。

　
　
　

道
路
整
備
課
が
所
管
す
る
「
道
水
路

　
　
　

の
維
持
管
理
事
業
」
に
つ
い
て
、
水

路
等
か
ら
撤
去
し
た
土
砂
は
、
ど
の
よ
う
に

処
理
す
る
の
か
。

　
　
　

業
者
に
依
頼
す
る
場
合
は
業
者
が
処

　
　
　

分
し
て
お
り
、
市
が
処
分
す
る
場
合

は
、
市
の
置
き
場
に
持
っ
て
い
く
。

　
　
　

平
成
28
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
開
始

　
　
　

し
た
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
追

加
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
さ
ら
に
５
年

間
期
間
延
長
し
、
桃
か
ら
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
へ
の
改
植
を
計
画
し
て
い
た
が
、
会

計
検
査
に
お
い
て
、
他
市
で
実
施
し
た
同
様

の
事
業
に
対
し
、
事
業
開
始
か
ら
最
大
５
年

間
ま
で
し
か
延
長
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
か
と
疑
義
が
生
じ
た
。
よ
っ
て
現
行
の

計
画
期
間
内
で
は
収
穫
が
見
込
め
な
い
た

め
、
県
と
の
協
議
の
う
え
、
申
請
を
断
念
し

た
。
生
産
者
に
も
丁
寧
な
説
明
を
行
い
理
解

を
得
た
。

　
　
　

観
光
商
工
課
が
所
管
す
る
「
郷
土
伝

　
　
　

統
工
芸
品
振
興
対
策
事
業
」
に
つ
い

て
、
商
工
会
が
甲
州
鬼
面
瓦
制
作
体
験
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

○
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

解
体
し
た
白
根
中
央
公
園
の
合
宿
所

　
　
　

の
広
さ
は
。
ま
た
、
今
後
の
活
用
方

法
は
。

　
　
　

面
積
は
２
２
７
・
６
㎡
で
あ
る
。
今

　
　
　

後
は
収
納
倉
庫
を
建
て
て
活
用
し
た

い
。　

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
６
号
）

　
　
　

農
業
振
興
課
が
所
管
す
る
「
南
ア
ル

　
　
　

プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
」
に
つ
い

て
、
申
請
を
中
止
し
た
背
景
は
。

常任委員会  委員長報告

●委員長／斉藤 諭　●副委員長／三木 充
●委　員／花輪 幸長、清水 重仁、河野 木綿子
　　　 　  花輪 進、深澤 米男

●当委員会に付託された案件／11件

産業土木常任委員会

　

条
例
案
、
補
正
予
算
案
お
よ
び
そ
の
他
案
に

つ
い
て
は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

郷土伝統工芸品「甲州鬼面瓦」制作体験のようす

QＡQ

Ａ

Q

Q

ＡＡ

補
正
予  

算

条  

例

意  

見
QＡQＡ
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次
に
、
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
事
業
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
に
配
慮
し
た
事
業
」
を
更
に

高
め
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

次
に
、
次
世
代
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
更
な
る
財
政
基
盤
の
強
化
と
し
て
、
引

き
続
き
「
行
財
政
改
革
」
を
断
行
し
て
い
く
。

人
口
減
少
が
進
み
、
今
後
も
公
共
施
設
の
総

量
を
減
少
し
、
徹
底
し
た
歳
出
の
管
理
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
に
お
け
る
歳
入
の
最
大
な
る
確

保
な
ど
、
引
き
続
き
強
く
推
し
進
め
る
こ
と

で
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
て

い
く
。

　

最
後
に
、「
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
具
現
化
に
向

け
た
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
に
お
け
る
緩
衝
地
域
の
拠

点
施
設
と
し
て
、「
エ
コ
パ
伊
奈

ケ
湖
」
に
つ
い
て
は
、
自
然
観
察

教
室
や
紅
葉
祭
な
ど
大
変
好
評
を

い
た
だ
き
、
そ
の
紅
葉
の
す
ば
ら

し
さ
が
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の
施
設
を
更

に
整
備
し
、
多
く
の
方
々
が
滞
在

で
き
る
、
よ
り
自
然
の
中
で
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
エ
リ
ア
の
創
出
に
努
め
て

い
く
。

　

こ
れ
ま
で
市
長
就
任
以
降
、
公
約
に
沿
っ

て
市
政
を
堅
実
に
運
営
し
て
き
た
が
、
次
世

代
に
つ
な
ぐ
明
る
い
市
政
を
構
築
す
る
た
め

に
は
、「
継
続
は
力
な
り
」
と
言
わ
れ
る
と

お
り
、
引
き
続
き
、
福
祉
や
教
育
施
策
を
は

じ
め
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
将
来
に
係
わ
る
諸

課
題
に
真
摯
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
が

明
る
い
未
来
を
確
か
な
も
の
と
し
て
感
じ
ら

れ
る
市
政
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
、
衷
心

よ
り
意
を
強
く
し
て
い
る
。

市
長
選
挙
再
選

出
馬
表
明
に
つ
い
て

　
　
　

今
12
月
議
会
冒
頭
の
市
長
所
信
表 

　
　
　

明
の
中
、
４
年
間
の
実
績
に
基
づ
き
、

「
継
続
は
力
な
り
」
と
市
政
運
営
を
継
続
す

る
た
め
に
再
選
出
馬
表
明
さ
れ
た
。

　

４
年
前
、「
ハ
ー
ド
か
ら
ハ
ー
ト
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
前
市
長
が
掲
げ
る
新

庁
舎
建
設
に
反
対
し
、
反
対
す
る
市
民
と
と

も
に
市
民
運
動
の
代
表
と
し
て
当
選
し
市
長

に
就
任
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
４
年
間
の
南
ア
ル

プ
ス
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

７
万
２
千
人
市
民
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に

導
く
の
か
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　
　

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

　
　
　

ま
ず
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、「
南
ア
ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新

産
業
拠
点
整
備
事
業
」
を
、
最
も
重
要
施
策

と
位
置
づ
け
、
責
任
を
も
っ
て
有
益
な
運
営

を
図
る
考
え
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、「
民
設
民
営
」

に
よ
る
新
た
な
形
で
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
地
権
者
の
同
意
を
得
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
一
刻
も
早
く
、
次
の
段
階
に

進
め
る
よ
う
鋭
意
努
め
て
い
く
。

　 斉藤 諭 議員
（市民クラブ）

討議の
焦 点

Q

 「エコパ伊奈ヶ湖」紅葉祭でのカヌー体験のようす

市長再選に向けての具体的ビジョンは?
◇公約に沿って市政を運営、これまでの事業を継続して推進。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ
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公
共
施
設
の
更
新
に
支
障
が
生
じ
る
と
考
え

た
。
学
校
教
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
を
最

優
先
し
、
必
要
な
施
設
改
修
に
、
有
利
な

財
源
を
活
用
し
た
結
果
が
、
こ
の
４
年
間
の

１
７
３
億
円
余
の
合
併
特
例
債
で
あ
る
。

　
　
　

９
月
定
例
会
で
31
年
度
か
ら
基
金
を

　
　
　

取
り
崩
す
と
の
事
だ
が
、
基
金
が
底

を
つ
か
な
い
た
め
の
施
策
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
「
課
題
克
服
の
た
め
の
対
応
方
針
」
の

　
　
　

５
つ
の
対
策
と
し
て
、

一
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
」

経
費
の
節
減
・
合
理
化
の
徹

底
、
補
助
金
お
よ
び
交
付
金

の
見
直
し
、
市
税
等
の
徴
収

率
向
上
な
ど
。

二
、「
公
共
施
設
の
適
正
配
置

の
推
進
」

三
、「
事
務
事
業
の
見
直
し
」

四
、「
地
方
債
の
抑
制
」

五
、「
基
金
の
活
用
」

を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ

と
と
考
え
る
。

庁
舎
問
題
に
関
す
る

発
言
か
ら

　
　
　

庁
舎
整
備
費
は
、
10

　
　
　

億
２
千
万
円
、
13
億

１
千
万
円
、
15
億
６
千
６
百

万
円
と
増
額
し
て
き
た
が
、

議
会
や
市
民
と
約
束
し
た
金
額
を
オ
ー
バ
ー

し
た
時
の
責
任
は
。

　
　
　

庁
舎
整
備
は
、
防
災
対
策
面
と
事

　
　
　

業
継
続
計
画
の
強
化
等
の
視
点
か

ら
工
事
内
容
を
精
査
し
、
最
終
的
な
総
額
を

15
億
６
千
６
百
万
円
と
し
た
。
超
え
る
こ
と

は
な
い
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
財
政
計
画
に
つ
い
て

財
政
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て

　
　
　

金
丸
市
長
は
議
員
当
時
「
中
込
市
政

　
　
　

は
将
来
の
事
を
何
も
考
え
て
い
な

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
夕
張
市
の
二
の
舞
に
な

る
。」
と
批
判
し
、
市
長
に
な
っ
た
ら
、「
財

政
は
健
全
で
あ
り
、私
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。」

と
の
発
言
の
根
拠
は
。

　
　
　

観
光
事
業
等
へ
の
過
大
投
資
に
よ
り

　
　
　

財
政
破
綻
し
た
夕
張
市
や
、
合
併
特

例
債
で
短
期
間
に
大
型
事
業
を
行
い
財
政
危

機
に
陥
っ
た
篠
山
市
の
事
例
が
念
頭
に
あ

り
、
大
規
模
な
新
庁
舎
建
設
に
多
額
の
合
併

特
例
債
を
充
て
る
こ
と
を
批
判
し
た
。「
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
」
と
は
、
特
例
措
置
終
了
後
、

32
億
円
の
減
少
と
さ
れ
た
普
通
交
付
税
が

10
億
円
程
度
の
削
減
に
な
り
市
の
財
政
見
通

し
が
改
善
さ
れ
る
た
め
。

　
　
　

新
庁
舎
建
設
に
対
し
、「
合
併
特
例
債

　
　
　

も
借
金
だ
。
将
来
に
禍
根
を
残
す
」

と
言
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
２
０
０
億

円
も
起
債
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　
　

合
併
特
例
債
は
、
地
方
財
政
法
に
基

　
　
　

づ
く
基
金
造
成
の
ほ
か
、
公
共
施

設
の
整
備
事
業
等
に
の
み
充
当
さ
れ
る
も

の
で
、
元
利
償
還
金
の
７
割
が
地
方
交
付
税

に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債
で
あ
り
、
借

金
で
あ
る
。
新
庁
舎
建
設
に
、
多
額
の
合
併

特
例
債
を
使
う
と
、
他
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
む

　 小林 敏徳 議員
（新生かがやき）

討議の
焦 点

Ａ Q

●代表質問

「夕張市の二の舞になる」から「財政は健全でラッキー」とは？
◇特例措置終了後の普通交付税削減率が軽減し、財政見通しの改善による。

新庁舎建設は反対でも200億起債した考えは？
◇必要な施設改修に有利な財源を活用した結果である。

基金が底をつかないための施策はあるか？
◇「課題克服のための対応方針」の５つの対策を
　 着実に実行する。

合併特例債を活用して整備された主な施設

Ａ Q

Ａ Q

Ａ

Q

南アルプス市役所 新館 白根生涯学習センター・白根桃源図書館

白根御勅使中学校 南アルプス市立美術館
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な
お
、
市
で
は
新
し
い
工
業
用
地
を
取
得
し

て
開
発
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　

公
共
施
設
再
配
置
は
、
財
政
改
革
の

　
　
　

肝
に
な
る
政
策
で
あ
る
。
公
共
施
設

再
配
置
計
画
の
早
期
見
直
し
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
提
案
し
て
き
た
が
、
考
え
は
。

　
　
　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

　
　
　

は
、
集
中
取
組
期
間
終
了
後
、
市
が

保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
の
利
用
状
況
や
維

持
管
理
経
費
等
を
平
成
30
年
度
決
算
を
も
と

に
整
理
し
、
現
状
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
た
中
で
、
平
成
31
年
度
中
に
公
共
施
設

白
書
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、

地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
や
施
設
量
を

整
理
し
、
機
能
分
析
を
行
い
、
公
共
施
設
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

南
ア
ル
プ
ス
市
健
康
リ
ー
グ
と

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
の
連
携

　
　
　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
加
齢
に
伴
っ

　
　
　

て
心
身
の
機
能
が
低
下
し
、
要
介
護

に
な
る
お
そ
れ
が
高
い
状
況
を
表
す
英
語
で

「
虚
弱
」
を
意
味
す
る
「
ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｔ
ｙ
」

か
ら
作
ら
れ
た
造
語
で
あ
る
。「
フ
レ
イ
ル
」

は
可
逆
性
が
あ
り
、
適
切
な
介
入
や
支
援
に

よ
っ
て
生
活
機
能
が
可
能
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
を
回
復
で
き
る
状
態
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
継
続
的
な
支
援
が
、
健
康

維
持
の
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の

健
康
リ
ー
グ
の
活
動
を
拡
大
し
、
フ
レ
イ
ル

予
防
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
り
組
み
が
可
能

と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　

本
年
度
の
健
康
増
進
課
の
重
点
目
標

　
　
　

は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

を
目
指
し
た
実
り
あ
る
生
活
環
境
の
構
築
で

あ
り
、そ
の
人
、そ
の
年
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿
っ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と

に
あ
る
。
す
べ
て
の
年
代
構
成
に
お
い
て
、

健
全
で
い
つ
ま
で
も
自
立
で
き
る
生
活
環
境

を
提
供
す
る
施
策
を
展
開
す
る
の
が
、
健
康

増
進
課
と
考
え
て
い
る
。「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

と
は
、
ま
さ
に
健
康
リ
ー
グ
が
目
指
す
理
念

の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
と
も
「
南
ア
ル
プ
ス

市
健
康
リ
ー
グ
」
を
通
じ
て
、
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

第
８
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
40
年
以
降
５
年
あ
ま
り
で
基
金

　
　
　

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
不
可
能
と
考
え

る
が
、
財
政
運
営
へ
の
考
え
は
。

　
　
　

第
８
期
中
期
財
政
収
支
見
通
し
の
期

　
　
　

間
は
、
10
年
間
か
ら
５
年
間
に
見
直

し
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
30
年
６
月
に
、

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
が
設
置
し
た
地
方

財
政
に
関
す
る
調
査
研
究
会
の
「
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
財
政
収
支
見
通
し
の
作
成
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
に
基
づ
き
、
見

直
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
歳
出
構
造
、
制
度

の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な
い
「
成
り
行
き
値
」

と
し
て
５
年
先
の
財
政
状
況
を
見
通
し
た
も

の
で
、
今
後
５
つ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
、

収
支
見
通
し
を
改
善
し
て
い
く
。

　
　
　

３
月
議
会
で
自
主
財
源
確
保
に
取
り

　
　
　

組
む
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
南
ア
ル

プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
の
他
に
具

体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　

自
主
財
源
の
確
保
は
、「
市
税
か
ら

　
　
　

見
た
」、「
受
益
者
負
担
か
ら
見
た
」、

「
財
産
の
活
用
か
ら
見
た
」、「
債
権
管
理
か

ら
見
た
」
歳
入
確
保
の
、
４
つ
の
視
点
が
重

要
だ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
事
務
事
業
の
見

直
し
や
改
善
等
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歳
出
の
削
減
に
も
努
め
、
歳
入
・
歳
出
の
両

面
か
ら
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。

　 河野 木綿子 議員
（公明党）

討議の
焦 点

Ａ Q

健康リーグ協賛事業「白根高校健康スポーツ教室」
のようす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Ａ Q

Ａ Q

Ａ

Q

３月議会に続き財政運営について問う。
◇第８期は収支見通しを５年とした成り行き値を示し、今後改善を目指す。

公共施設のマネジメントの実行は？
◇集中取り組み期間終了後、現状を把握し平成 31 年度に見直しを行う。

健康リーグとフレイル予防事業の連携を。
◇「フレイル予防」とは、まさに健康リーグが目指す
　理念のひとつである。
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ま
た
、
内
部
告
発
者
擁
護
を
目
的
と
し
た

要
綱
が
あ
る
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
将
来
職
員
給
与
カ
ッ
ト
は
あ
り
得
る
か

○
移
住
定
住
対
策
で
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ 

　

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
か

○
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
い
る
か

○
な
ぜ
電
気
工
事
だ
け
分
離
発
注
か

○
機
構
改
革
を
市
民
が
議
員
よ
り
先
に
知
っ

　

て
い
る
が
秘
密
漏
洩
か
内
部
告
発
か

○
危
機
対
策
組
織
を
機
構
改
革
の
中
に
位
置

　

づ
け
る
の
か

○
ク
ラ
イ
シ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
体

　

制
は

と
お
よ
び
、
危
機
発
生
時
に
あ
た
り
基
本
的

行
動
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
伺

う
。
ま
た
、
内
部
告
発
者
を
擁
護
す
る
組
織

は
あ
る
か
。

　
　
　

首
長
は
、
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
を
想

　
　
　

定
し
た
上
で
、
対
応
策
を
事
前
に
構

築
し
、
そ
の
対
策
が
機
能
し
て
い
る
か
否
か

を
監
視
・
評
価
し
、
さ
ら
に
改
善
し
て
い
く

た
め
の
責
任
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

危
機
発
生
時
の
対
策
と
し
て
は
、
内
部
統

制
制
度
を
構
築
す
る
。

　

次
に
、
危
機
発
生
時
の
基
本
行
動
に
つ
い

て
は
、
緊
急
時
は
も
と
よ
り
、
平
時
に
お
い

て
も
対
応
を
誤
れ
ば
、
被
害
が
拡
大
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
市
民
等
か
ら

の
批
判
や
風
評
が
広
が
る
な
ど
、

市
政
へ
の
信
頼
を
失
う
こ
と

に
な
る
。

　

首
長
が
包
括
的
な
管
理
執

行
権
限
を
有
し
、
最
終
的
な

責
任
者
で
あ
り
、
全
て
の
職

員
は
「
ど
こ
に
問
題
が
潜
ん

で
い
る
の
か
」
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
組
織
が
抱
え
る
危

機
の
要
因
を
見
抜
く
目
を
養
う

こ
と
お
よ
び
、
躊
躇
（
ち
ゅ
う

ち
ょ
）
す
る
こ
と
な
く
緊
急
時
の

情
報
の
共
有
と
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
実
害
よ
り
対
応
姿
勢
」
つ
ま
り
「
想
定
外

の
こ
と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
ば

か
り
で
は
な
く
「
発
生
時
に
い
か
に
対
応
す
る

か
」
こ
の
観
点
か
ら
危
機
管
理
対
応
を
議
論
し

て
み
た
い
。

自
治
体
の
危
機
に
つ
い
て

　
　
　

危
機
管
理
を
ど
れ
だ
け
有
す
る
か
と

　
　
　

い
う
こ
と
で
「
未
然
防
止
」
と
「
発

生
時
対
応
」
と
が
考
え
ら
れ
る
中
で
ま
ず
、

具
体
的
に
「
自
治
体
の
危
機
と
は
」「
危
機

の
原
因
」
に
つ
い
て
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

ま
た
私
は
市
民
か
ら
の
批
判
の
増
加
や
信
頼

感
の
喪
失
が
自
治
体
の
危
機
と
思
う
が
、
職

員
に
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
た
せ
る
か
。

　
　
　

自
治
体
が
対
応
す
る
リ
ス
ク
は
、「
住

　
　
　

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
」
こ
と
を

阻
害
す
る
要
因
で
幅
広
い
。
具
体
的
に
は
、

環
境
に
関
す
る
リ
ス
ク
、事
務
執
行
リ
ス
ク
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
リ
ス
ク
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

危
機
の
原
因
は
説
明
が
出
来
て
い
な
い
、

説
明
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
等
、
説

明
不
足
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
に
は
首
長
か
ら
事
務
執
行
上
誤
り
の

な
い
環
境
作
り
と
内
部
統
制
制
度
の
導
入
で

職
員
周
知
と
自
覚
を
持
た
せ
る
。

　
　
　

危
機
発
生
時
の
行
政
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

金
丸
市
政
３
年
半
で
や
り
残
し
た
こ

●代表質問

　 飯野 久 議員
（民生クラブ）

討議の
焦 点

Ａ Q

自治体は内部統制制度を導入し、リスクに備え、法令を遵守し、
業務を執行する

Ａ

Q

自治体の危機について、市の認識は？
◇危機とは住民福祉を阻害することで幅広い。

危機発生時の基本的行動は？
◇内部統制制度を構築し、情報の共有と適切な対応をとる。
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ま
た
、
第
８
期
中
期
財
政
収
支
見
通
し
で

は
、
見
通
し
期
間
を
10
年
間
と
し
た
場
合
、

後
半
５
年
間
の
推
計
値
の
精
度
が
非
常
に
低

下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
15
年
後

の
予
測
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

市
の
将
来
を
見
据
え
、
必
要
な
事
業
に
対

し
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
き
た
。
合
併
特

例
債
に
つ
い
て
は
、
返
済
額
の
70
％
が
地
方

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
地
方
債
で
あ
る
。
平

成
29
年
度
末
に
お
け
る
合
併
特
例
債
の
償
還

残
高
は
１
４
４
億
円
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

地
方
交
付
税
へ
の
算
入
額
が
１
０
１
億
円
で

あ
り
、
実
質
的
な
本
市
の
負
担
額
は
43
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
歳
出
構
造
を
変
換
し
て
適

正
な
予
算
規
模
に
し
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
い
く
。

【
質
疑
の
ま
と
め
】

　

市
が
「
財
政
収
支
見
通
し
」
で
示
す
、
８
年

後
か
ら
始
ま
る
恒
常
的
な
10
億
円
規
模
の
赤
字

収
支
、
お
よ
び
基
金
枯
渇
の
懸
念
に
対
し
て
、

当
局
は
、現
時
点
の
財
政
指
標
を
示
す
の
み
で
、

不
足
す
る
現
金
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
は
一

切
無
か
っ
た
。
答
弁
か
ら
は
、
５
年
後
の
将
来

負
担
比
率
が
現
在
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
全
国
平
均

の
２
倍
に
上
昇
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に

平
成
29
年
度
末
で
実
質
負
担
が
43
億
円
も
の
高

額
に
な
る
と
の
答
弁
も
あ
っ
た
。
昨
年
度
に
も

増
し
て
約
75
億
円
も
の
巨
額
の
普
通
建
設
事
業

を
実
施
す
る
30
年
度
末
で
は
、
さ
ら
な
る
借
金

返
済
の
負
担
が
加
算
さ
れ
、
市
の
財
政
収
支
見

通
し
に
お
い
て
も
大
変
な
状
況
を
捉
え
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
不
正
確
を
理
由
に
、
そ
こ
に

は
触
れ
な
い
姿
勢
が
憂
慮
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
財
政
状
況
の
推
移
と
当
局
の
現
状
認
識

の
甘
さ
が
心
配
さ
れ
る
。

　

質
問
に
対
し
て
具
体
的
な
答
弁
が
無
く
、
指

数
を
示
す
の
み
で
、
こ
れ
で
は
分
か
ら
な
い
。

■
関
連
し
た
そ
の
他
の
質
問
■

○
将
来
負
担
が
無
い
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　

何
を
も
っ
て
将
来
負
担
が
無
い
と
し
た
の

　

か
。

○
「
財
政
見
通
し
」
に
は
、
財
政
課
題
へ
の

　

対
応
策
が
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

○
将
来
の
財
政
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
の
な
ら

　

ば
、
基
金
を
財
源
に
繰
り
上
げ
償
還
を
す

　

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
「
財
政
見
通
し
」
に
は
、
今
後
予
想
さ
れ

　

る
会
計
年
度
職
員
や
旧
完
熟
農
園
の
再
開

　

発
費
用
、
移
転
さ
れ
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

　

適
正
な
負
担
金
等
を
算
定
す
べ
き
で
は
。

○
財
政
運
営
に
活
用
出
来
る
基
金
総
額
の
と

　

ら
え
方
が
誤
解
を
招
か
な
い
か
。

○
な
ぜ
、
10
年
間
の
「
財
政
計
画
」
を
５
年

　

間
の
「
財
政
見
通
し
」
と
し
た
の
か
。

○
監
査
の
視
点
か
ら
健
全
と
い
え
る
の
か
。

本
市
の
財
政
問
題
に
つ
い
て

　

市
が
、
昨
年
公
表
し
た
「
第
７
期
財
政

計
画
」
を
踏
ま
え
て
こ
の
度
策
定
し
た
「
第

８
期
財
政
収
支
見
通
し
」
で
は
、
８
年
後

か
ら
毎
年
10
億
円
規
模
の
慢
性
的
な
赤
字

に
陥
り
、
基
金
も
そ
の
赤
字
に
補
填
す
る

こ
と
か
ら
半
減
す
る
。
そ
し
て
15
年
後
に

は
基
金
が
枯
渇
し
、
予
算
編
成
が
困
難
に

な
る
な
ど
の
深
刻
な
財
政
問
題
が
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
真
の
財
政
健
全
化
を
目
指
し

て
次
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
。

　
　
　

市
が
示
す
財
政
見
通
し
に
は
、
改
善

　
　
　

の
方
策
も
示
さ
れ
ず
、
基
金
が
底
を

つ
く
15
年
後
に
は
、
返
済
財
源
が
無
く
な
り
、

資
金
シ
ョ
ー
ト
を
回
避
す
る
た
め
に
、
歳
出

の
大
幅
か
つ
急
激
な
抑
制
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
原
因
は
、
合

併
特
例
債
の
償
還
計
画
を
検
討
す
る
こ
と
な

く
、
本
市
の
負
担
能
力
を
超
え
て
発
行
し
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
財
政
執
行
者
の
責
任

は
誠
に
重
大
で
あ
る
。
こ
の
認
識
な
く
し
て
、

真
の
財
政
健
全
化
は
、
到
底
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
当
局
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

合
併
特
例
債
を
は
じ
め
と
し
た
地
方

　
　
　

債
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
財
政
状
況

を
見
通
し
、
必
要
な
事
業
に
よ
り
有
利
な
財

源
を
充
当
す
る
た
め
計
画
的
に
発
行
し
て
お

り
、
決
し
て
償
還
計
画
を
無
視
し
て
乱
発
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　 矢﨑 俊秀 議員
（市民創政の会）

討議の
焦 点

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

市の「財政収支見通し」が示す、将来の慢性的な10億円規模の
収支赤字について、　その認識と原因を踏まえた具体的な対策は？
◇平成 35 年度の将来負担比率を算定すると 32.0 ％となり、健全で良好な財政
　運営が保たれている。
　（全国平均は 15％程度にあるので本市は全国平均の 2 倍になる）

Q

意  

見
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●代表質問

　 名取 泰 議員
（日本共産党南アルプス市議団）

討議の
焦 点

　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
に
対
し

　
　
　

て
年
金
を
差
し
押
さ
え
る
な
ど
の
事

例
が
市
内
で
も
見
ら
れ
る
。
年
金
や
給
与
な

ど
生
活
の
糧
を
差
し
押
さ
え
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
生
活
や
健
康
状
態
が
悪
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
ず
は
滞
納
者

の
生
活
実
態
を
よ
く
聞
い
て
親
身
に
相
談
に

の
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　

病
気
や
離
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

　
　
　

が
重
な
り
、
納
付
が
困
難
な
方
に
対

し
て
は
、
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
、
福
祉

総
合
相
談
課
と
連
携
し
て
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
等
を
含
め
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　

市
は
国
保
税
の
滞
納
者
で
分
納
し
て

　
　
　

い
る
方
に
対
し
て
は
短
期
保
険
証

を
発
行
し
て
い
る
が
、
滞
納
の
あ
る
被
保

険
者
に
対
し
て
も
、
年
度
初
め
に
短
期
保
険

証
を
一
斉
送
付
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
受

け
取
っ
た
被
保
険
者
は
、
自
分
が
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

し
、
保
険
証
で
受
診
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ

も
再
確
認
で
き
る
。
短
期
証
の
期
限
が
切
れ

な
い
う
ち
に
納
税
相
談
に
行
こ
う
と
い
う
動

機
づ
け
に
も
な
る
。
す
で
に
甲
斐
市
な
ど
で

は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
も
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

甲
斐
市
以
外
に
も
２
、３
の
市
町
村

　
　
　

で
も
こ
う
い
っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と

は
認
識
を
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
年
度

当
初
の
短
期
保
険
証
の
一
斉
送
付
に
つ
い
て

準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
　

会
計
は
約
４
億
４
千
万
円
の
黒
字

で
、
同
じ
く
黒
字
で
あ
っ
た
前
年
度
と
比
べ

て
も
約
２
億
円
増
加
し
、
基
金
残
高
も
２
億

円
を
超
え
て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
25
年
か
ら
続
い
て
い
た
国
民
健

　
　
　

康
保
険
特
別
会
計
の
赤
字
解
消
の

た
め
、
28
年
度
に
税
率
を
値
上
げ
し
た
結

果
、
そ
の
後
は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
も
の

の
、
税
収
は
28
年
度
に
17
億
４
千
４
百
万

円
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
29
年
度
に
は

16
億
９
千
３
百
万
円
と
、
約
５
千
百
万
円
減

少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
被
保
険
者
数
が
年
々

減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
保
険
税
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
30
年
度
か
ら
、
県
に
財
政
運
営
が

移
行
し
た
こ
と
で
、
今
後
は
県
へ
の
納
付
額

が
増
え
、
保
険
税
収
で
不
足
が
生
じ
た
場
合

は
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

す
必
要
が
あ
り
、
黒
字
分
を
基
金
に
積
み
立

て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
現
時
点
で

保
険
税
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　

少
な
く
と
も
来
年
度
は
値
上
げ
し
な

　
　
　

い
据
え
置
く
と
い
う
考
え
か
。

　
　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ Q

Ａ Q

黒字会計や基金を活用すれば、国保税の値下げは可能 !
◇保険税収入の減少や県納付金の増加を見越し値下げは難しいが、来年度は税率を据え置く。

国保税の滞納対策は強制的な徴収よりも生活再建を優先に！
◇納付が困難な方に対し、生活環境の改善に向け、福祉総合相談課と連携して対策を講じる。

年度初めの短期保険証の一斉送付を提案する！
◇他市の事例も参考にして、一斉送付について準備を進めたい。

Ａ Q

Ａ Q

加入者一人当たりの保険料負担率と平均所得の比較 ■南アルプス市での差押え件数と内訳■加入者一人当たりの保険料負担率と平均所得の比較



1,700 筆以上ある未登記土地への対応は？
◇継続事業として、一刻も早く解消できるように進めていく。

新ごみ処理場の建設地選定の進捗状況は？
◇本市は「遊・湯ふれあい公園」の北側周辺地域を提案しており、
　今後開催される協議会で決定する。
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以
前
は
迷
惑
施
設
と
い
う
捉
え
方
が

　
　
　

多
か
っ
た
が
、
近
年
は
処
理
場
も
非

常
に
進
化
し
、
臭
気
・
汚
水
・
害
毒
を
外
に

出
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

交
通
渋
滞
に
つ
い
て
も
、
運
行
経
路
を
分
散

化
し
隣
接
地
域
に
迷
惑
は
か
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。
施
設
の
誘
致
に
よ
り
周
辺
地
域
の

付
帯
設
備
整
備
や
助
成
金
な
ど
も
あ
り
、
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
隣
接
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の
説
明
の
場
を

設
け
た
い
。

知
識
や
資
格
が
必
要
な
案
件
も
多
く
あ
る
の

で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
専
門
機
関
等
へ
の
委

託
も
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画

　
　
　

山
梨
県
は
県
内
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

　
　
　

け
て
家
庭
ご
み
処
理
施
設
を
集
約
す

る
計
画
を
発
表
し
た
。
当
市
が
位
置
す
る
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
首
長
レ
ベ
ル
の
検
討
機
関

で
あ
る
『
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
協
議
会
』

が
設
立
さ
れ
た
が
、
協
議
会
に
お
け
る
候
補

地
選
定
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

平
成
30
年
５
月
の
協
議
会
に　
　
　

　
　
　

お
い
て
11
市
町
か
ら
各
々
候

補
地
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
、
南

ア
ル
プ
ス
市
は
「
遊
・
湯
ふ
れ
あ
い

公
園
」
の
北
側
の
周
辺
地
域
を
提
案

し
た
。
そ
の
後
、
９
月
の
協
議
会
に

お
い
て
３
カ
所
に
絞
ら
れ
、
最
終
候

補
地
の
ひ
と
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
新
ご
み
処
理
場
の
建

設
地
は
今
後
開
催
さ
れ
る
協
議
会
で

決
定
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

処
理
場
建
設
に
当
た
り
隣
接　
　
　

　
　
　

す
る
周
辺
地
域
、
特
に
今
諏

訪
地
区
は
多
大
な
影
響
を
受
け
る
と

思
う
が
、
隣
接
な
ら
び
に
周
辺
地
域

に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の

か
。

未
登
記
土
地
の
対
応
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
で
は
合
併
当
初
２
，４
０
０
筆

　
　
　

以
上
の
未
登
記
土
地
が
存
在
し
て
い

た
。
15
年
の
歳
月
を
経
て
、
６
８
０
筆
以
上

の
処
理
が
行
わ
れ
た
が
、
追
加
未
登
記
土
地

も
あ
り
、
今
現
在
も
な
お
１
，７
０
０
筆
以

上
の
未
登
記
土
地
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の

現
状
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
抱

い
て
い
る
の
か
。

　
　
　

平
成
30
年
10
月
現
在
で
１
，７
５
４

　
　
　

筆
の
未
登
記
土
地
が
あ
る
。
未
登
記

土
地
と
な
っ
た
原
因
も
様
々
で
、
相
続
が
解

決
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、
抵
当
権
の
抹
消

が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
数
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
処
理
を
行
う
に
あ
た
り
、
案
件

ご
と
に
経
緯
を
十
分
調
査
し
た
上
で
順
次
処

理
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
も
長
期
に
わ
た
る

継
続
事
業
と
し
て
、
一
刻
も
早
く
解
消
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　
　

農
道
に
関
し
て
も
、
１
，２
０
０
筆

　
　
　

近
く
の
未
登
記
土
地
が
存
在
し
て
い

る
。
年
間
処
理
件
数
は
約
18
件
で
あ
り
、
終

了
ま
で
に
は
50
年
以
上
の
歳
月
を
要
す
る

が
、
専
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

対
応
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
担

　
　
　

当
職
員
で
対
応
し
て
い
く
が
、
専
門

　 戸栗 淳 議員
（未来の風）

討議の
焦 点

●代表質問     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  市政のここをきく！

ＡQ

Ａ

Q

Ａ

Q

Ａ

Q

市は新ごみ処理場建設地として「遊・湯ふれあい公園」北側周辺を提案している

遊・湯
ふれあい公園

南アルプス市

南アルプス I.C



　
　
　

国
と
し
て
は
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併

　
　
　

浄
化
槽
へ
の
転
換
を
急
務
と
し
て
お
り
、

今
後
は
補
助
対

象
を
限
定
す
る

方
針
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、

国
の
制
度
が
見

直
し
さ
れ
た
場

合
で
も
、
継
続

で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
荒
廃
農
地
の
防
止
策

○
滞
在
型
市
民
農
園
管
理
事
業

─  15  ─

●一般質問     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  市政のここをきく！

団
体
で
健
康
意
識
の
向
上
な
ら
び
に
多
方
面
か

ら
の
声
か
け
を
通
じ
て
、
市
民
総
参
加
で
健
康

意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
　

旧
完
熟
農
園
（
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
）

　
　
　

の
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
。

　
　
　

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
優
良
企
業

　
　
　

の
募
集
を
行
い
、
市
が
事
業
用
地
を
一

元
管
理
し
、
民
設
民
営
に
よ
り
、
農
業
を
含
む

地
域
資
源
を
活
用
し
た
幅
広
い
枠
組
み
で
取
り

組
み
、
交
流
集
客
機
能
と
し
て
、
事
業
展
開
を

促
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
質
問
■

○
桃
源
文
化
会
館
の
活
用
施
策

状
に
お
い
て
は
見
直
す
予
定
は
な
い
。

　
　
　

限
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

　
　
　

人
住
宅
に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
下
水
道
事
業
の
設
置
目
的
は
水
質

汚
濁
の
防
止
が
根
幹
部
分
と
考
え
る
。
と
す
る

な
ら
ば
、
全
て
の
施
設
を
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　
　

要
綱
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
他
市
の

　
　
　

状
況
等
調
査
す
る
中
で
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

合
併
浄
化
槽
に
対
す
る
補
助
事
業
は
国

　
　
　

の
交
付
金
事
業
で
あ
り
、
今
後
国
で
は

制
度
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
制

度
の
継
続
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

下
水
道
事
業
計
画
区
域
か
ら
除
外
さ
れ

　
　
　

た
地
域
の
対
応
策
と
し
て
、
浄
化
槽
設

置
事
業
補
助
金
要
綱
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
補
助
対
象
者
は
個
人
住
宅
に
限
る
と

位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、
住
宅
以
外
の
施
設
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
補
助
対
象
内
容
の
見

直
し
は
図
れ
な
い
か
。

　
　
　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
地
域
再
生

　
　
　

法
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
て
い
る
。
事
業

の
趣
旨
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
・

生
活
環
境
の
保
全
・
公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与

す
る
事
が
目
的
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
で
あ

る
こ
と
や
、
定
住
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
も
個

人
住
宅
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
現

公共下水道事業計画
エリア外の浄化槽設置
整備事業

野中 國幹 議員
（市民クラブ）

　
　
　

本
市
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
　
　

の
健
診
の
受
診
率
は
。

　
　
　

本
年
度
の
巡
回
健
診
は
、
11
月
９
日
で

　
　
　

終
了
し
た
が
、
人
間
ド
ッ
ク
と
個
別
医

療
機
関
で
の
健
診
は
２
月
ま
で
受
入
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
55
％
を
超
え
、

県
内
の
自
治
体
で
も
高
い
受
診
率
で
あ
る
。
し

か
し
、
40
代
か
ら
50
代
の
女
性
は
40
％
を
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
男
性
は
30
％
台
と
低
い

受
診
率
で
あ
る
。

　

要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
若
い
世
代
は
仕
事
が
忙
し
く
、

活
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
自
身
の
健
康
に
関

北村 千代子 議員
（市民クラブ）

今年の総合健診の
実施状況について

質疑の
主 題

質疑の
主 題

心
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

成
人
病
予
防
と
し
て
特
に
若
い
世
代
へ

　
　
　

の
健
診
の
誘
導
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

本
市
で
も
若
い
世
代
の
受
診
を
伸
ば
し

　
　
　

全
体
で
60
％
を
超
え
る
目
標
に
し
て
い

る
。
今
後
も

「
幸
せ
実
感
！

南
ア
ル
プ
ス

市
健
康
リ
ー

グ
」
の
事
業

の
一
環
と
し

て
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
の
導

入
や
地
域
や

Ａ Q Ａ

Ａ Q

Ａ

Q

Q

設置された合併浄化槽のようす

Ａ Q

総合健診のようす

Ａ Q
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と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る
。

　

現
在
、
相
談
窓
口
の
開
設
準
備
を
進
め
て
お

り
、平
成
31
年
１
月
か
ら
「
福
祉
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
南
ア
ル
プ
ス
」
と
し
て
、
新
館
フ
ロ
ア
内
に

開
設
す
る
。
市
福
祉
窓
口
で
の
相
談
の
後
、
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
就
労
相
談
の
案
内

が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
の
向
上
、

福
祉
と
雇
用
の
連
携
が
、
よ
り
充
実
す
る
体
制

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
で
の
障
が
い
者
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

現
状
は
、
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
に
お
い
て
、
福
祉
就
労
支
援
、
ま
た
一
般
就

労
へ
の
希
望
を
伺
い
、
一
人
ひ
と
り
に
適
し
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

市
役
所
新
館
に
は
、
障
が
い
者
雇
用
な

　
　
　

ど
に
特
化
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談

窓
口
が
設
け
ら
れ
る
。
今
後
は
、
市
が
実
施
す

る
障
が
い
者
雇
用
支
援
事
業
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
雇
用
指
導
業
務
を
共
同
事
業
と
し
て
実
施
で

き
る
と
考
え
る
。

　

大
き
く
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
事
業
の
具
体
的

内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
窓
口
は
、
本
市

　
　
　

と
山
梨
県
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲

府
と
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
生
活
困
窮

者
、
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
福
祉
的

支
援
が
必
要
な
方
に
、市
の
生
活
支
援
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
就
労
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

「障がい者雇用」の
更なる進展のために

齊藤 博明 議員
（公明党）

　
　
　

SDG
s

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）「
持
続

　
　
　

可
能
な
開
発
目
標
」SUSTAIN

ABLE
DEVELO

PM
EN

T G
O

ALS

は
、
２
０
１
５
年

９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
、 

持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
２
０
３
０
年
を

年
限
と
す
る
17
の
国
際
目
標
で
あ
る
。
17
の
国

際
目
標
と
は
、
①
貧
困
②
飢
餓
③
保
健
④
教
育

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー
⑥
水
・
衛
生
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑧
経

済
成
長
と
雇
用
⑨
イ
ン
フ
ラ
、
産
業
化
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
⑩
不
平
等
⑪
持
続
可
能
な
都
市
⑫

持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
⑬
気
候
変
動
⑭
海
洋

資
源
⑮
陸
上
資
源
⑯
平
和
⑰
実
施
手
段 

の
項
目

へ
の
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

中込 恵子 議員
（新生かがやき）

南アルプス市における
SDGｓへの取り組み

質疑の
主 題

質疑の
主 題

　

昨
年
か
ら
自
治
体
に
お
け
るSDG

s

の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
の
公
募
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　

SDGs

に
つ
い
て
内
閣
府
に
確
認
し
た

　
　
　

と
こ
ろ
、
経
済
、
社
会
、
環
境
の
総
合

的
な
取
り
組
み
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、「
産

業
創
出
」「
雇
用
」「
定
住
」「
貧
困
対
策
」「
環

境
保
全
」
な
ど
が
リ
ン
ク
し
た
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
構
築
と
い
う
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

が
求
め
ら
れ
「
容
易
な
も
の
で
は
な
い
」
と
、

説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
、
現
時
点
で
応
募
は

し
な
い
が
、
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
効
果
的
な
施
策
、
事
業
に
取
り
組
む
中
で
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ａ Q

Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

Q

持続可能な世界を実現する
ための 17 のゴール

（SDG ｓ）

　

今
後
は
、
相
談
者
と
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
の
綿
密
な
支
援
会
議
が
可
能

と
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
企
業
へ
の
一
般
就
労

も
期
待
さ
れ
る
。

市役所新館１階に設置された
「福祉しごとサポート南アルプス」



３
分
の
２
が
集
中
し
て
い
る
。
地
区
内
の
保
育

所
へ
の
入
所
希
望
者
が
多
い
と
い
う
状
況
下
、

人
口
分
布
の
変
化
に
即
し
た
行
政
運
営
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
児
の

　
　
　

入
所
希
望
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
希
望

す
る
保
育
所
へ
の
入
所
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
保
育
所
に
は
、
小
中
学
校
の
よ
う
な

学
区
制
が
な
く
、
市
全
域
が
ひ
と
つ
の
区
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
基
本
理
念
、「
市
全
域
の
視
点
を
も
っ
て
再

配
置
を
実
行
」
を
考
え
る
と
、
新
規
で
公
立
保

育
所
を
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

─  17  ─

防災ラジオの必要性

三木 充 議員
（市民創政の会）

有野  一成 議員
（民生クラブ）

子育てにやさしいまち
宣言を行うべき

質疑の
主 題

質疑の
主 題

人
口
分
布
の
変
化
に
即
し
た
行
政
運
営
を

　
　
　

若
草
地
区
に
お
い
て
は
、
合
併
当
時
か

　
　
　

ら
１
，４
３
３
世
帯
、
１
，５
１
２
人
が

増
え
て
お
り
、
特
に
藤
田
・
浅
原
地
区
に
そ
の

　
　
　

　
　
　

緊
急
時
の
情
報
の
伝
達
に
は
防
災
ラ
ジ

　
　
　

オ
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見

解
は
。

　
　
　

緊
急
時
の
情
報
伝
達
方
法
と
し
て
、
平

　
　
　

成
28
年
度
に
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
デ
ー
タ

放
送
お
よ
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
防
災
行

政
無
線
の
内
容
や
気
象
情
報
、
火
災
情
報
お
よ

び
生
活
情
報
等
を
配
信
で
き
る
仕
組
み
を
整
備

し
た
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
々
に
情
報
を
伝
え
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
送
信
局
の
整
備

や
整
備
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え
る

と
、
現
在
の
と
こ
ろ
防
災
ラ
ジ
オ
を
整
備
す
る

予
定
は
な
い
。

　
　
　

　
　
　

本
市
の
子
育
て
支
援
に
は
産
後
ケ
ア
、

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
な
ど
数
多
く
の
事
業
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
そ
の

現
状
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

多
く
の
市
民
が
産
後
ケ
ア
、
子
育
て
支

　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
、一
時
預
か
り
等
を
利
用
し
て
い
る
。

経
済
面
で
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
多

子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
・
無
料
化
、
ま
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
、
平
成
31
年
春
に
は
病

児
保
育
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
の
結
果
、

市
民
満
足
度
も
大
幅
に
伸
び
、
出
生
数
も
平
成

29
年
度
は
前
年
度
よ
り
26
人
増
え
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
中
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
ホ
ー

　
　
　

ム
ス
タ
ー
ト
事
業
を
広
め
る
べ
き
と

思
う
が
。

　
　
　

既
に
実
施
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ス
タ
ー

　
　
　

ト
事
業
の
効
果
を
検
証
し
可
否
を
検

討
す
る
。

　
　
　

芦
安
地
区
に
は
児
童
館
も
子
育
て
支

　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
も
な
い
。
閉
鎖
さ
れ
て

い
る
保
育
所
を
地
元
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
が

使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　

保
育
所
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て 

　
　
　

の
検
討
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
長
は
、
今
議
会
の
説
明
要
旨
で
子

　
　
　

育
て
支
援
の
強
化
や
子
育
て
し
や
す

Ａ Q Ａ

QＡ

Q

スマートフォンによる防災情報を配信

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ

Q Ａ Q

い
環
境
の
整
備
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
述
べ
て
い
る
。
移
住
・
定
住
促
進
の
上
か

ら
も
今
こ
そ
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
宣

言
」
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　

子
育
て
に
関
す
る
情
報
は
ネ
ッ
ト
や

　
　
　

さ
ま
ざ
ま

な
方
法
に
よ
り
入

手
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
隣
市

町
の
状
況
等
を
見

る
中
で
、
今
は
、

あ
え
て
宣
言
は
必

要
な
い
と
考
え
て

い
る
。

Q

Ａ
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「中期財政収支見通し（第
８期）」が示す年10億円規
模の収支赤字の責任は？ 櫻田 力 議員

（未来の風）
松野 昇平 議員

（日本共産党南アルプス市議団）

空き家対策について

質疑の
主 題

質疑の
主 題

脱
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

確
か
に
最
上
位
計
画
だ
が
、
世
の
中
の

　
　
　

流
れ
が
変
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　

財
政
運
営
方
針
の
変
化
を

　
　
　

見
る
た
め
に
第
４
期
財
政

計
画
か
ら
第
８
期
財
政
収
支
見
通

し
に
示
さ
れ
た
数
値
を
グ
ラ
フ
化

し
た
。
金
丸
市
政
６
期
以
降
に
示

さ
れ
た
内
容
で
は
、
７
年
後
か
ら

毎
年
10
億
円
規
模
の
歳
入
不
足
が

生
じ
、
急
激
か
つ
多
額
の
基
金
を

取
り
崩
す
と
し
て
お
り
、
財
政
の

困
難
が
示
さ
れ
た
が
市
長
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

平
成
30
年
３
月
回
定
例
会
で
、
第
８
期

　
　
　

財
政
計
画
よ
り
、
見
込
み
値
に
加
え
財

政
改
善
策
を
盛
り
込
む
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

財
政
改
善
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　

課
題
克
服
の
た
め
の
対
応
方
針
と
し
て

　
　
　

五
つ
の
対
策
を
示
し
た
。（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
　
　

五
つ
の
対
策
で
得
ら
れ
る
効
果
は
。

　
　
　

総
合
的
に
歳
出
を
図
り
た
い
と
い
う
こ

　
　
　

と
で
あ
り
数
値
的
な
予
測
は
難
し
い
。

　
　
　

条
例
で
定
め
ら
れ
た
市
の
最
上
位
計
画

　
　
　
「
第
２
次
総
合
計
画
」
に
は
「
市
財
政
計

画
を
策
定
す
る
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
作
成
し
な
い
市
の
姿
勢
は
、
条
例
に
逸

　
　
　

空
き
家
は
、
放
置
さ
れ
老
朽
化
が
進
む

　
　
　

ほ
ど
、
周
辺
環
境
に
悪
影
響
を
生
じ
さ

せ
、
除
去
等
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。

ま
た
、
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
所
有
者
等
の
把

握
も
困
難
に
な
る
。

　

空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の
市
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
空
き
家
発
生
抑
制
の
基

　
　
　

本
施
策
は
、
相
談
体
制
の
構
築
や
空
き

家
の
調
査
お
よ
び
定
住
支
援
制
度
の
確
立
で
あ

る
。
空
き
家
の
相
談
は
、
建
築
住
宅
課
が
窓
口

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、「
オ
ー
ル
山
梨
空

き
家
無
料
相
談
会
」
に
出
席
し
、
相
談
会
に
つ

い
て
も
状
況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
空
き
家
活
用
定
住
促
進
事
業
補
助
制

度
等
の
活
用
に
よ
り
、
空
き
家
の
発
生
の
抑
制

と
定
住
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。

　
　
　

市
は
、
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ

　
　
　

と
と
な
ら
び
、
空
き
家
を
地
域
資
源
と

み
て
積
極
的
に
有
効
活
用
し
て
い
く
方
向
性
を

示
し
て
い
る
が
、
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

　
　
　

今
後
も
空
き
家
バ
ン
ク
で
の
賃
貸
や
売

　
　
　

買
に
よ
る
利
活
用
は
行
っ
て
い
く
。

　
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」、「
農
泊
施
設
」「
ま

ち
な
か
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
商
業
や
観
光
と
い
っ

た
分
野
へ
の
利
活
用
は
、
民
間
の
活
力
が
必
要

に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は
所
有
者
に
対
し
て
、

空
き
家
の
利
活
用
に
関
わ
る
ニ
ー
ズ
を
分
析
す

る
中
で
、
需
要
と
供
給
が
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
な

施
策
を
研
究
し
て
い
く
。

Ａ Q Ａ Q

Ａ Q

子育てママたちが気軽に集まる場所とか、高齢者が地域の子どもた
ちと触れ合える場所。「まちごと屋」がある高崎市での、地域サロ
ンとしての空き家活用の実績は４年間で 57 件。

●一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市政のここをきく！

　
　
　

ま
っ
た
く
お
か
し
い
グ
ラ
フ
で
、
私
に

　
　
　

は
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
。

Ａ QQ

Ａ

Ａ

Q

１Fにはコーヒーショップが入っています。

もともとは調剤薬局として大正時代に建造されたものをリノベーション。

１Fはもともとの建具を利用し、改修費用を抑えた。

２Fは24時間自由に使えるスペースになっています。

■「まちごと屋」のマッチング事例【本町しもた屋】

質問に際して掲示したグラフ
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●新生かがやき
●会派のメンバー　代表：小林 敏徳
　　　　　　　　          花輪 進、中込 恵子　

【視察先】福島県相馬市、宮城県多賀城市、気仙沼市  

【視察日】平成 30 年 10 月２日（火）～４日（木）

【視察の内容】

気仙沼市　「災害時の被災状況と防災対策、災害時議会
対応について」

　東日本大震災により、気仙沼市は 1,000 人超の死者、

全家屋数の 40％、26,124 棟が被災し、産業も全事業

所の８割近くが被災する壊滅的被害を受けた。

　津波死ゼロのまちづくりを目指し、海岸堤防の整備、

高台・内陸への防災集団移転等のハード面の他、住民

とともに津波避難計画を策定、自主防災組織の育成・

強化、要支援者対策、学校と地域連携の防災教育の充

実・強化、情報発信伝達手段の多様化、BCP の改定、

民間団体との連携強化などを図った。

　平成 28 年４月、気仙沼市議会大規模災害対応要項

に具体的な議員の行動マニュアルを定めた。

【総　括】
　３市とも平成 24 年 9 月、当時、会派『かがやき 21』

が視察に伺っており、震災後７年経過した復興の状況

および経験を踏まえた防災対策を学んだ。今後の防災

計画にも反映したい。

□□□□□□政 務 活 動 報 告

●市民クラブ
●会派のメンバー　代表：斉藤 諭
　　　　　　　　　　　 北村 千代子、野中 國幹
　　　　　　　　　　　 花輪 幸長
　

【視察先】鹿児島県鹿児島市、いちき串木野市

【視察日】平成 30 年 10 月 15 日（月）～ 17 日（水）

【視察の内容】

いちき串木野市「地域おこし協力隊」「企業誘致」

　いちき串木野市の地域おこし協力隊は平成 28 年度
からスタートし、現在５名で移住定住事業ほか４事業
に関わっている。活動報告を月１回行い、市役所から
アドバイスを受けている。
　西薩中核工業団地（シーフロント串木野）の企業誘
致は貿易の玄関口としての役割も目指しており、さつ
まあげ、焼酎など県内トップクラスの企業が立地して
いる。
　また、工業団地内に「さつま自然エネルギー」合同
会社を設立し、メガソーラーやバイオマス資源の活用
を行い、「食のまちづくり」「環境維新のまちづくり」
の中核となっている。

【総　括】
　地域おこし協力隊の活動は、住みやすいまちを県内
外に情報発信し、暮らしやすい環境を整えていくこと
であり、地域おこしにつながっている。また発想の転
換を図り、果物の皮や花を商品化し、市をアピールし
ている。企業誘致については産業の発展と自然エネル
ギーの活用によりまちづくりの推進を図っている。本
市においても大いに学ぶ点があると痛感した。

【その他の視察】
　鹿児島市「観光農業公園」グリーンファーム
　　　　　  「観光未来戦略」
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□□□□□□政 務 活 動 報 告

●市民創政の会
●会派のメンバー　代表：矢﨑 俊秀
　　　　　　　　　　　 村松 三千雄、三木 充　

【視察先】韮崎市役所  

【視察日】平成 30 年 10 月 22 日（月）

【視察の内容】

「上ノ山・穂坂地区工業団地の整備について」

　韮崎市は、農地法に基づき『農村地域工業等導入計

画』を策定し農村全体の雇用確保と所得向上を推進し

ている。

　当工業団地は、第１期（平成 21 年）に３社が入居、

第２期は５区画で現在造成中であり、４区画は売却が

決定され、残り１区画も複数社と協議中とのことであ

る。引き合いが多い理由は、穂坂台地の地盤と、富士

山をはじめ素晴らしい山々が見渡せる景観、山日新聞

社等の優良企業が立地しているプラスイメージがある

のではないかとのことであった。

【総　括】
　韮崎市は税収・定住対策として、工業団地整備に取
り組み大きな成果が得られていた。本市においても企
業誘致や企業連携に関する課題が山積しており、産業
振興に関するビジョンの再構築が必要と感じた。

 ■政務活動費成果報告会を開催

　平成30年10月18日に平成 30年度（前期分）
政務活動費成果報告会を開催しました。
　公明党・市民創政の会・日本共産党南アルプス
市議団の３会派から活動報告があり、全国各地の
自治体での先進的事例の紹介や、参加した研修会
の学習内容の発表がありました。
　先進自治体の成功例として、地域特産物のブラ
ンド認定事業や、観光を主体としたまちづくり事
業、公共施設の使用料・手数料の見直し事業、学
童保育での給食提供、給食費の無償化など、さま
ざまな先進的事例の紹介があり、本市にも活用で
きる事業が多々ありました。
　また、研修内容の発表では、持続可能な自治体
運営のための財政の健全性の確保について、詳し
い説明がなされました。
　報告会では議員相互に質問や意見交換を活発に
行い、お互いの情報共有と知識の向上に役立ちま
した。

◆市長が不適切な発言を謝罪

　平成 30 年第 4 回定例会（12 月）の一般質問の答弁
内容が「市議を侮辱し個人の尊厳を傷つけたこと」「市
政の最高意思決定機関である議会本会議の尊厳を傷つ
けたこと」「議会で認められていない反問権を行使した
こと」に対し、西野浩蔵議長、飯野久副議長、小林敏徳
議会運営委員長が金丸市長に抗議しました。
　金丸市長は「一般質問の答弁で一部不適切な発言が
あったことをおわびする」と述べ、定例会最終日に謝罪
しました。

■第１期  進出企業の社屋

救心製薬 山日新聞 テージーケー
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議  会  活  動

　10 月 25 日に茨城県水戸市の水戸プラザホ
テルにて関東市議会議長会第１回理事会が開
催され、西野浩蔵議長が副会長として出席し
ました。全国市議会議長会に提出する議案と
して、運転免許返納後の交通手段を確保する
ための支援の拡充や、国土強靭化の推進を可
決したほか、来年度の予算編成等について協
議しました。

　10 月 19 日に山梨市のフルーツパーク富士
屋ホテルにて第 260 回山梨県市議会議長会定
期総会が開催され、西野浩蔵議長と飯野久副
議長が出席しました。山梨県市議会議長会は
県下市議会の正副議長で構成され、市政に関
する研究と相互連携による発展を目的として
おります。総会では、議員の研修に関する事、
予算に関する事、各市議会間の役割分担、連
絡調整など様々な事柄を協議しました。

▲

▲

　南アルプス市は東京農業大学と包括連携協
定を結びました。南アルプスユネスコエコ
パークの理念に基づき地域活性化策などに連
携して取り組みます。10 月 15 日には、東京
都世田谷区の同大世田谷キャンパスにて締結
式が行われ、西野浩蔵議長が金丸一元市長ら
とともに参列しました。
　今後、耕作放棄地の再生や南アルプスブラ
ンドの構築など、様々な地域活性化策を連携
して行います。

▲

　12 月 12 日、石井啓一国土交通大臣に「横
川排水機場ポンプ増設に関する要望書」を提
出しました。豪雨時における横川の排水対策
は喫緊の課題であり、地域住民の安全を確保
するために早期の治水対策をお願いしまし
た。当日は金丸一元市長、地元南湖地区自治
会および横川浸水対策検討会の皆さまととも
に、飯野久副議長、斉藤諭産業土木常任委員
長、河野木綿子議員が国土交通省を訪れ、要
望活動を行いました。

▲



発行者：南アルプス市議会　〒400-0395  山梨県南アルプス市小笠原 376　TEL 055-282-6452   FAX 055-282-6459
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●第４回定例会の傍聴者数：47 人
    ※報道関係者 19 人は除く
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編
集
後
記

　

委
員
会
構
成
が
替
わ
り
、
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　

山
梨
日
日
新
聞
「
き
ょ
う
の
言
葉
」
に
、
先
日
「
良
書
の
要
約
と
い
う
も
の
は
す
べ

て
愚
劣
な
も
の
だ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

文
学
作
品
な
ど
は
、
あ
ら
す
じ
だ
け
で
は
言
葉
足
ら
ず
に
感
じ
る
も
の
だ
と
。
し
か

し
、
議
会
だ
よ
り
は
、
代
表
質
問
が
１
頁
、
一
般
質
問
は
半
頁
と
い
う
制
限
が
あ
り
、

長
い
質
問
や
答
弁
の
ど
こ
を
ど
う

切
り
詰
め
た
ら
収
ま
る
の
か
い
つ

も
悩
み
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
文
学
作
品
と
違
い
、

質
問
に
も
答
弁
に
も
、
同
じ
行
政

用
語
や
言
い
回
し
が
繰
り
返
し
出

て
来
る
の
で
、
か
え
っ
て
要
約
の

方
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、
議
会
の
様
子
が
伝
わ
り
ま

す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員

会
一
同
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会だより編集委員会
●委員長／中込 恵子　
●副委員長／野中 國幹　 
●委員／松野 昇平、戸栗 淳、三木 充、
　　　　有野 一成、北村 千代子、齊藤 博明

   ●第１回定例会の会期予定

２月 28日…………… 本会議（初日）
   ３月 １日～ ５日 …… 常任委員会
             ６日～ ７日…… 代表・一般質問
　　    ８日…………… 本会議（中日）
 　       11日～ 18日…… 常任委員会
   　     22日…………… 本会議（最終日）
　※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式に　
　　決定されます。

    みなさんの傍聴をお待ちしています！
    ※事前の申し込みは不要です。委員会も傍聴できます。

第13回 全国市議会議長会
研究フォーラムに参加して！

　栃木県宇都宮で開催された全国市議会議長会研
究フォーラムに飯野久副議長、櫻田力議員ととも
に参加しました。
　１日目は、基調講演（地域共生社会をどうつく
るか 宮本太郎 中央大学法学部教授）の後、「議会と
住民の関係について」をテーマにパネルディスカッ
ションが行われました。コーディネーターは江藤
俊昭（山梨学院大学法学部教授）氏で、パネリス
トには小林紀夫（宇都宮市議会議長）氏他３名が
登壇しおのおのが持論を述べられました。
　２日目は、課題討議で事例報告者４名が登壇し
事例報告を行った後、それについて質問する等の
会話形式で進みました。２日間の研究フォーラム
を通じて、今後、本市議会においても「議員間討
議の充実」と「小中学生からの主権者教育の取り
組み」が大切であることを痛感しました。　

　（報告：有野  一成）

研 修 参 加

表紙について◆今号よりシリーズとして、南アルプス市立美術館の所蔵作品を紹介していきます。皆さまぜひお楽しみに。


